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研究の全体概要 

タイヤ摩耗粉塵は、マイクロプラスチックの⼀種とされており、国連環境計画の報告書によると、年
間に環境中に流出する約 300 万トンのマイクロプラスチックのうち、タイヤ摩耗粉塵が半数近くを占
めると推定されている。発⽣したタイヤ摩耗粉塵のうち 2〜7%は⼤気に放出されるが、⼤部分は⼟壌
および⾬⽔管理システムへと移⾏し、降⽔によって表層⽔に流⼊するため、⽔圏に⽣息する⽣物への
曝露を想定した⽣態リスク評価が必要である。実際、海洋に到達するタイヤ摩耗粉塵は 40 万〜100 万
トンと⾒積もられている。タイヤにはその性能を向上させる⽬的で多くの添加剤が使⽤されており、
タイヤ摩耗粉塵が添加剤およびその変化物の曝露源となるため、それらの環境中運命の理解は、有害
性の評価とともに重要な課題である。 

本研究課題は、タイヤ摩耗粉塵の環境流出・⽣態リスクを含む環境負荷の効率的かつ効果的な低減
対策を提⽰することを⽬的として、タイヤ粉塵の流出量の精緻な推計、環境中運命予測、曝露評価、毒
性評価を実施し、以上の結果を統合してタイヤ粉塵および添加剤由来化合物の⽣態リスクを評価する。
これらの⽬標を達成するために 3 つのサブテーマを⽴て、相互に連携して本課題を遂⾏する。サブ 1
ではモニタリング対象の道路および地域での交通量情報に基づくタイヤ粉塵の発⽣量を推計する。サ
ブ 2 で、これらの地点を対象に路⾯排⽔の集⽔枡、排⽔の流⼊河川〜河⼝部でタイヤ粉塵およびタイ
ヤ添加剤由来化合物をモニタリングする。また、当該地域の下⽔処理場から汚泥を採取し、汚泥中のタ
イヤ粉塵を測定する。以上の結果から、タイヤ粉塵の発⽣量に対する⽔圏環境への移⾏割合を把握し、
曝露を評価するとともに、集⽔枡や下⽔処理場による流出量削減効果について検証する。本調査は降
雪量の多い地域でも実施し、冬⽤タイヤの環境負荷も明らかにする。これと並⾏して、サブ 1 で市販
の夏⽤および冬⽤タイヤから摩耗粉を調製し、サブ 3 で毒性評価に⽤いる。毒性試験にはモデル⽣物
に加え、底質に堆積するタイヤ粉塵に曝露されうる底⽣⽣物も対象とする。また、微⽣物群集を対象に
した試験で、細菌類や原⽣動物への影響も評価する。タイヤ粉塵から溶出する化学物質はサブ 2 で解
析し、タイヤの添加剤とその変化物を含め、有害性に寄与する化合物を絞りこみ、環境中での挙動を把
握する。得られた結果を統合し、⽣態リスクを評価する。本研究は、タイヤ摩耗粉塵の環境中挙動と⽣
態リスクを把握し、⾬⽔管理システムによる流出量削減効果を検証するとともに、タイヤの⽣態リス
クを管理して持続的な使⽤を可能とするものである。 
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